
 

 

 

 

 

授業における主体的な学びの姿 

6 年生の児童は今、友達の意見に耳を傾け、「付け足し」

「反対」「新たに」など、自分の考えとの関係性を意識しなが

ら発言しています。 

その際、担任の先生は、1 時間の授業でめざす目標やテー

マを初めに提示するものの、指名や板書など、進行のかなり

の部分を児童に任せています。ときには停滞したり、軌道修正

が必要になったりすることもあるので、つぶやきや質問などに

より、さりげなく刺激を与えます。 

全体の学び合いに至るまでに、一人で調べたり考えたりす

る時間があり、タブレット端末でワープロやスライドのアプリ

を使って簡単にまとめておきます。場合によっては、友達の学

んでいる様子を見せてもらったり、アドバイスをもらったりする

ために席を離れることもあります。 

話し合いの場面において、進行役の児童は、指名した子が発言すると、これまでのものとの関連を考えながら

黒板に追記していきます。発言のたびに短時間で対応しなければならず、いちばん脳みそを振り絞っているかも

しれません。場合によっては、その場で判断しきれず、発言した子のそばに行って内容を確認することもあります。 

上級生の姿から学ぶ 

この日、６年生は社会科で歴史を学んでいました。そんな姿を５年

生が教室で目の当たりにしていました。 

普段、他学年の授業を見る機会といえば、せいぜい学校行事や体

育などの授業で場を共有する程度ですが、子どもたちにとって、それ

は視点を持って意識的に観るというよりは「見える」「見て楽しむ」と

いった方が自然かもしれません。しかし、この日は明らかに、5 年生は

6 年生の教室に「見学」すなわち「見て学ぶ」ために来ていました。 

授業時間の半分ほど見学した後、自分たちの教室に戻り、担任の先生からの「どうでしたか？」の投げかけか

ら振り返りが始まりました。 

初めのうちは６年生の「教室環境」「授業態度」の類の発

言がされていましたが、次第に「発言の仕方」「発言の聞き

方」「調べたことのまとめ方」「板書の特徴」など、６年生の

学習スタイルへと本質的なところに意識が向いていきまし

た。 

授業の最後に、半年後の進級を待たずに「今からできる

こと・していきたいこと」を個人のまとめとしてノートに書いて

いました。 

感想等はこちらのフォームにお願いします。 

にのみや学園通信 HP 

https://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/0000000929.html 
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